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平成23年２月期通期 業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 平成22年４月16日に公表いたしました平成23年２月期通期（平成22年３月１日～平成23年２月28日）の業績予想を

下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成23年２月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年３月１日～平成23年２月28日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当り当期純利益
 百万円 百万円 百万円 百万円 円銭 

前回発表予想（Ａ） 43,800 442 310 250 38.50 

今回修正予想（Ｂ） 43,138 317 202 222 34.70 

増減額（Ｂ－Ａ） △661 △124 △107 △27 － 

増減率（％） △1.5 △28.2 △34.6 △11.1 － 

※（ご参考）前期実績 

（平成22年２月期） 
44,398 397 283 99 15.13 

 

２．修正理由 

 当事業年度における北海道経済につきましては、金融危機の影響はひと段落し、住宅投資や個人消費などにも一

部持ち直しの動きが見られる反面、低迷状態がつづいている雇用・所得環境は本格的な回復には至らず、全体とし

ては引き続き厳しい状況で推移いたしました。 

 当社を取り巻く環境におきましても、消費者の節約志向・低価格志向の継続を背景として、業種・業態を超えた

企業間の価格競争やポイントサービス競争が一層激化しており、客数の減少や一点単価の下落傾向が続くなど厳し

い経営環境が続きました。 

 こうした状況の結果、当事業年度の売上高につきましては、デフレや消費不振に伴う買上単価及び客数の下落が

大きな要因になったこと、また６月中旬以降の消費回復により持ち直しの傾向がみられたものの、４月～５月の低

温・天候不順の影響による第１四半期の予想を越えた不振を回復することが出来ずに、売上高は当初予想から1.5％

下回ることとなりました。 

 営業利益・経常利益につきましても、経営環境の厳しさを踏まえまして経費の削減に努め、販売費及び一般管理

費は当初予想から52百万円削減となりましたが、売上高の低迷による売上総利益の減少を補うまでには至らず、営

業利益は当初予想から28.2％下回り、経常利益につきましても当初予想を34.6％下回りました。 

当期純利益につきましては、当初予想から11.1％下回ることとなりました。 

 

※当社は当事業年度より連結財務諸表を作成していないため、ご参考の前期実績（平成22年２月期）につきまして

は連結財務諸表の数値を記載しております。 

以 上 

 


